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ス
ポ
ー
ツ
に

最
適
な
季
節

〃
よ
う
いど

ん
″

暑
さ
も
、
い
つ
の
間
に
か
和
ら
ぎ
秋

本
番
。日

曜
日
と
も
な
れ
ば
、
ど
こ
か
で
運

動
会
が
行
な
わ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
に
絶
好

の
シ
ー
ズ
ン
。

こ
こ
中
央
幼
稚
園
（
梅
ノ
木
）
で
も

9
月
2
4
日
、
緑
に
囲
ま
れ
た
高
台
で
、

運
動
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
に

は
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
等
が
会
場

狭
Ｌ
と
つ
め
か
け
、
わ
が
子
の
成
長
し

た
姿
に
盛
ん
な
柏
手
を
送
り
、
普
段
静

か
な
高
台
も
そ
の
日
ば
か
り
は
、
応
援

の
歓
声
が
秋
空
に
響
き
わ
た
り
ま
し
た

1
0
月
1
0
日
は
「
体
育
の
日
」
。
こ
れ

か
ら
は
、
時
期
も
よ
い
こ
と
で
す
の
で

み
な
さ
ん
も
、
日
頃
の
運
動
不
足
解
消

に
何
か
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

ー／

水巻中央幼稚園にて

交
通
止
の
お
知
ら
せ

国
道
三
号
線
、
水
巻
高
架
橋
（

頃
未
楠
本
病
院
前
）
の
拡
巾
工
事

の
た
め
、
次
の
と
お
り
交
通
規
制

を
行
い
ま
す
の
で
、
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
協
力
方
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◎
県
道
中
間
水
巻
線
　
交
通
止

期
間
　
1
0
月
9
日
～
1
0
月
1
4
日

◎
県
道
南
北
縦
貫
道
　
交
通
止

期

間

　

1

0

月

1

6

日

～

1

0

月

2

1

日
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健

康

と

活

力

づ

く

り

に

ご

飯

を

た

べ

ま

し

ょ

う

成
分
は
何
も
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
血

圧
が
高
く
な
る
と
し
た
ら
塩
辛
い
お
か

ず
の
と
り
す
ぎ
に
問
題
が
あ
り
ま
す
。

。
ご
は
ん
を
食
べ
る
と
頭
が
悪
く
な
る

と
い
う
人
が
い
ま
す
が
・
ｌ
・
…
。

お
米
に
脳
の
働
き
を
妨
げ
る
も
の
は

含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
居
眠
り
や
物
忘

れ
の
大
半
は
、
過
労
、
雇
不
足
、
不
摂

生
や
心
配
ご
と
に
よ
る
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ

ネ
ラ
ル
不
足
で
起
こ
り
ま
す
。

，
ご
ほ
ん
を
食
べ
る
と
脚
気
に
な
る
と

い
う
人
が
い
ま
す
が
…
・
‥

異
常
な
食
生
活
を
続
け
て
い
な
い
限

り
そ
の
心
配
は
い
り
ま
せ
ん
。

以
上
の
と
お
り
、
米
食
に
お
い
て
何

等
心
配
す
る
必
要
は
な
い
の
で
す
。

特
に
、
お
米
を
ベ
ー
ス
に
す
る
と
ど

ん
な
料
理
で
も
調
和
し
、
栄
養
の
バ
ラ

ン
ス
が
と
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

＼

山

も

ｒ

　

　

　

　

ノ

車
体
に
住
所
、

名
を
記
入
す
る

か
、
記
名
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
お
き

ま
し
ょ
、
フ

記
名
シ
ー
ル
は
、
防
犯
協
会
か
、
自

転
車
店
に
あ
り
ま
す
。

丈
夫
な
錠
を
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ

、

「

ノ

中

小

共企

済業

倒
産

制
度

わ
が
図
の
風
土
に
最
も
適
し
た
国
内

食
糧
資
源
で
あ
る
米
を
見
直
お
す
た
め

県
下
一
斉
に
、
毎
月
8
か
つ
く
日
8
日

・
1
8
日
・
2
8
日
を
〝
こ
め
の
日
〟
と
定

め
消
費
拡
大
に
つ
と
め
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

そ
そ
、
今
月
号
で
は
、
米
食
に
対

し
て
こ
ん
な
疑
問
を
も
っ
て
い
る
人
の

た
め
、
お
答
え
し
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。ご

は
ん
を
食
べ
る
と
…
？

。
ご
ほ
ん
を
食
べ
る
と
太
る
と
い
う
人

が
い
ま
す
が
…
・
㌧

肥
満
は
食
べ
す
ぎ
と
運
動
不
足
が
原

因
で
食
事
の
パ
タ
ー
ン
に
問
題
が
あ
り

ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
肥
満
症
患
者
に

米
食
献
立
を
と
り
入
れ
て
い
る
ほ
ど
で

す
。

。
ご
は
ん
を
食
べ
る
と
高
血
圧
に
な
る

と
い
う
人
が
い
ま
す
が
…
・
‥

米
の
中
に
は
血
圧
を
高
め
る
よ
っ
な

全
国
防
犯
運
動

〝
お
母
さ
ん
お
う
ち
の
カ
ギ
は

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
〟

秋
の
行
楽
期
は
、
家
を
留
守
に
す
る

こ
と
が
多
い
た
め
、
あ
き
巣
な
ど
の
被

害
が
一
段
と
増
加
工
ま
す
。

警
察
で
は
、
相
月
日
日
か
ら
銅
日
ま

で
の
1
0
日
間
「
全
国
防
犯
運
動
」
を
展

開
す
る
こ
と
と
し
、
パ
レ
ー
ド
や
街
頭

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
防
犯
主
婦
大
学
の
開

設
、
あ
き
巣
犯
人
逮
捕
訓
練
等
の
行
事

を
予
定
し
、
皆
さ
ん
の
運
動
参
加
を
願

っ
て
お
り
ま
す
。
（
行
事
の
詳
し
い
こ

と
は
、
警
察
署
、
派
出
所
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
）

家
庭
の
皆
さ
ん
も
、
次
の
こ
と
に
心

掛
け
、
被
害
に
か
か
ら
ぬ
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

◎
あ
き
巣
ね
ら
い
等
の
防
止

ま
す
。
補
助
錠
が
あ
っ
た
た
め
、
あ

離
陸
闘
餉
嘩
す

新
聞
、
牛
乳
が
た
ま
っ
て
い
た
り
、

昼
間
か
ら
の
カ
ー
テ
ン
な
ど
留
守
と

わ
か
り
ま
す

お
隣
り
に
ひ
と
声
か
け
て

ち
ょ
っ
と
の
留
守
で
も
戸
締
り
を

ド
ロ
ボ
ウ
が
こ
わ
い
の
は
監
視
の
目

で
す
。
不
審
者
を
見
か
け
た
ら
、
声

を
か
け
た
り
、
二
〇
番
し
ま
し
ょ

、
つ
ロ

◎
自
転
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
盗
の
防
止

折
尾
警
察
署
管
内
で
昨
年
中
、
四
八

七
件
、
本
年
は
八
月
ま
で
す
で
に
三

九
二
台
が
盗
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
無
施
錠
、
無
監
視
に

ょ
る
も
の
で
す
。

無
締
り
場
所
か
ら
の
侵
入
が
4
7
％
も

開
肛
問
田

カ
ギ
の
弱
い
と
、
こ
ろ
は
破
ら
れ
て
い

ｈ
一

防
犯
登
録
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

置
去
り
さ
れ
た
り
し
た
場
合
、
所
有

車
が
す
ぐ
わ
か
っ
て
被
害
回
復
を
早

め
ま
す
。・

）

中
小
企
業
の
み
な
さ
ん
「
中
小
企
業

倒
産
防
止
共
済
制
度
」
を
ご
存
じ
で
す

か
。取

引
先
企
業
が
倒
産
し
、
そ
の
影
響

を
受
け
て
自
ら
も
倒
産
の
や
む
な
き
に

い
た
る
…
こ
う
し
た
事
態
の
発
生
を
防

ご
う
と
い
う
の
が
、
こ
の
制
度
の
ね
ら

い
で
す
。

こ
の
制
度
に
加
入
後
六
か
月
が
過
ぎ

て
、
売
掛
金
債
権
な
ど
の
回
収
が
不
可

能
に
な
っ
た
場
合
、
毎
月
積
み
立
て
た

掛
金
緬
の
十
倍
の
範
囲
内
で
、
〓
疋
の

共
済
金
（
被
害
相
当
額
）
を
無
担
保
、

無
保
証
、
無
利
子
で
貸
し
付
け
よ
う
と

い
う
も
の
で
す
。

加
入
資
格
は
、
一
年
以
上
事
業
を
継

続
し
て
い
て
、
〓
疋
の
要
件
を
備
え
て

い
る
中
小
企
業
の
か
た
な
ら
ど
な
た
で

も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

毎
月
の
掛
金
は
五
千
円
、
一
万
円
、

一
万
五
千
円
、
二
万
円
の
四
種
類
で
、

昭
和
五
十
四
年
三
月
末
日
ま
で
に
加
入

し
た
か
た
に
つ
い
て
は
百
二
十
万
円
ま

で
一
括
前
納
か
み
と
め
ら
れ
、
加
入
三

か
月
経
過
後
（
受
取
手
形
を
一
般
の
金

融
機
関
で
割
引
き
を
受
け
て
、
買
戻
し

詣
求
を
受
け
、
こ
れ
に
応
じ
た
場
合
）

に
は
貸
付
け
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

掛
金
は
税
法
上
損
金
ま
た
は
必
要
経

放
置
す
れ
ば
、
遺
失
物
と
し
て
届
け

ら
れ
た
り
し
て
間
違
い
の
も
と
で
す

防
止

に

加

入

を

費
と
し
て
扱
わ
れ
る
特
典
も
あ
り
ま
す

詳
し
く
は
、
商
工
会
、
役
場
産
業
課

ま
で
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

文
化
祭
作
品
募
集

水
巻
町
で
は
、
十
一
月
三
日
の
「

文
化
の
日
」
の
記
念
行
事
と
し
て
展

示
作
品
を
広
く
募
集
し
て
い
ま
す
ゥ
ン

希
望
者
の
か
た
は
、
教
育
委
員
会

の
方
に
提
出
く
だ
さ
い
。

◎
書
道

。
漢
字
、
か
な
、
近
代
詩
文
な
ど
の

書
作
品
で
1
人
2
点
以
内

。
作
品
は
自
筆
の
作
品
に
限
る

。
装
丁
は
、
額
入
、
軸
物
で
仮
巻
は

不
可

。
搬
入
は
1
0
月
3
0
日
午
後
5
時
ま
で

。
作
品
は
審
査
せ
ず
、
出
品
者
に
は

参
加
賞
を
贈
り
ま
す

。
搬
出
は
1
1
月
7
日
午
後
3
時
か
ら

◎
短
歌

。
1
1
月
2
日
に
短
歌
大
会
を
開
催
し

ま
す
の
で
1
0
月
2
0
日
ま
で
に
作
品

を
送
付
の
こ
と

Ｄ
歌
題
は
「
菊
」
ま
た
は
「
雑
詠
」

の
2
首

節水にご協力ください。漏水をみつけたら水道課にすぐ連絡を。
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ふ

政

に

つ

い

て

何

か

不

満

は

あ

り

ま

せ

ん

か

行
政
相
談
週
間

行
政
管
理
庁
で
は
、
国
が
行
っ
て
い

る
行
政
や
事
業
な
ど
に
つ
い
て
、
み
な

さ
ん
の
不
満
や
苦
情
を
聞
き
、
あ
っ
せ

ん
解
決
す
る
た
め
、
十
月
十
五
日
か
ら

一
週
間
「
行
政
相
談
週
間
」
と
定
め
、

全
国
い
っ
せ
い
に
行
政
相
談
に
つ
い
て

諸
行
事
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

水
巻
町
及
び
社
会
福
祉
協
議
会
で
も

こ
の
、
毒
口
に
そ
っ
て
「
行
政
相
談
」
と

「
心
配
ご
と
相
談
」
及
び
「
人
権
相
談

」
を
合
同
で
行
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
か
た
く
守
ら

れ
ま
す
。

∇
日
時
　
1
0
月
1
6
日
（
月
曜
）

▽
会
場
　
町
民
会
館
日
本
間

▽
相
談
月
　
九
州
管
区
行
政
監
察
局

水
巻
町
行
政
相
談
員

水
巻
町
心
配
ご
と
相
談
員

水
巻
町
人
権
擁
護
委
員

▽
相
談
内
容

。
行
政
に
関
す
る
こ
と

恩
給
、
年
金
、
保
険
、
登
記
関
係
、

国
土
調
査
、
環
境
公
害
∵
国
有
財
産

国
税
（
相
続
・
贈
与
・
譲
渡
）
、
教

育
、
農
地
、
道
路
、
河
川
、
交
通
、

郵
便
、
生
活
保
護
、
労
災
、
賃
金
、

許
認
可
な
ど

。
家
庭
内
の
心
配
ご
と

。
人
権
相
談

）を受けたどな風合

は　税の減免手続を

風
水
害
や
火
災
な

ど
に
よ
っ
て
大
き
な

被
害
を
受
け
た
と
き

の
た
め
に
、
税
金
の

面
で
も
救
済
措
置
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が

災
害
に
よ
っ
て
被
害

を
受
け
た
と
き
に
は

災
害
減
免
法
の
規
定

に
よ
り
次
の
二
つ
の

救
済
方
法
が
あ
り
、

い
ず
れ
か
有
利
な
方

を
選
択
で
き
ま
す
。

①
　
住
宅
や
家
財
に

つ
い
て
、
そ
の
価
額

の
二
分
の
一
以
上
の

損
害
を
受
け
、
し
か

も
、
そ
の
年
の
合
計

所
得
金
額
の
見
積
績

も

が
四
〇
〇
万
円
以
下
の
場
合
は
源
泉
所

得
税
の
徴
収
猶
予
や
還
付
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

②
　
災
害
な
ど
に
よ
る
損
害
額
が
、
そ

の
年
の
所
得
金
額
の
見
積
額
の
一
〇
％

を
超
え
る
た
め
、
所
得
税
法
に
よ
る
雑

規
控
除
が
受
け
ら
れ
る
と
見
込
凍
れ
る

と
き
は
、
災
害
を
受
け
た
後
、
支
払
を

受
け
る
給
与
の
所
得
税
に
つ
い
て
、
ノ
そ

の
雑
税
控
除
の
見
込
額
に
対
応
す
る
税

額
の
徴
収
猶
予
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
い
ず
れ
の
方
法
を
選
択
し
た

場
合
で
も
、
徴
収
猶
予
の
申
請
な
ど
の

手
続
が
必
要
で
す
か
ら
、
こ
れ
ら
の
救

済
措
置
を
受
け
よ
う
と
思
わ
れ
た
ら
、

早
め
に
税
務
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
徴
収
猶
予
や
還
付
を
受
け
た

人
は
、
翌
年
の
三
月
十
五
日
ま
で
に
、

税
務
署
に
確
定
申
告
を
し
て
そ
の
年
の

所
得
税
の
精
算
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

今

月

の

行

事

該
当
者
の
か
た
は
お
忘
れ
な
く

◎
小
児
マ
ヒ
予
防
生
ワ
ク

1
0
月
1
1
日
　
1
4
時
か
ら
町
民
会
館
で

◎
計
量
器
の
虔
期
検
査

。
．
1
8
月
1
3
日
　
午
前
　
樋
口
公
民
館

。
1
0
月
1
3
日
　
午
後
　
吉
田
二
公
民
館

。
1
0
月
1
7
日
　
1
0
時
～
1
6
時
　
頃
未
公

民
館

◎
狂
犬
病
予
防
注
射
及
び
畜
犬
登
録

。
1
0
月
1
6
日
～
2
0
日
ま
で
各
公
民
館
で

く
わ
し
い
こ
と
は
9
月
2
5
日
号
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

タ
バ
コ
は
町
内
で

買
い
ま
し
ょ
う

決

め

ら

れ

た

日

に

ご

み

は

出

し

ま

し

ょ

う

町を哀しく・

生
活
が
高
度
化
す
る
に
つ
れ

て
増
大
す
る
と
い
わ
れ
る
ご
み

の
量
。私

た
ち
が
出
す
ご
み
も
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
、
鉄
、
紙
、
廃
品

等
、
年
々
、
増
加
と
多
様
化
す

る
一
方
で
す
。

町
で
は
、
決
め
ら
れ
た
日
に
、

ご
み
を
収
集
す
る
ト
そ
つ
に
し
て

い
ま
す
が
、
ま
だ
守
ら
れ
て
な

い
点
が
あ
り
ま
す
の
で
、
住
み

ょ
い
、
き
れ
い
な
水
巻
町
づ
く

り
の
た
め
に
も
、
町
民
の
一
人

一
人
の
か
た
が
次
の
こ
と
を
必

紋
酎
針
駄
　
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

ご

み

の

収

集

日

◎
も
え
る
ゴ
ミ

。
月
・
木
曜
日
　
富
田
一
、
富
田
二
、

書
田
三
、
吉
田
団
地
、
中
央
区
、
美

吉
野
団
地
、
緑
風
園
、
松
栄
荘
、
頃

末
（
旭
町
）
、
鯉
口
区
、
猪
熊
（
入

柳
除
く
）
、
、
猪
熊
町
住

。
火
・
金
曜
日
　
立
屋
敷
、
伊
左
座
、

二
、
二
町
住
、
下
二
、
下
二
町
住
、

入
江
興
産
、
み
ず
ほ
団
地
、
宮
の
下

・
社
宅
、
机
社
宅
、
机
、
古
賀
、
新
生

街
、
頃
未
（
旭
町
、
大
平
を
除
く
）

梅
ノ
木
団
地

。
水
・
土
曜
日
　
古
賀
区
、
梅
ノ
木
区

高
松
区
、
三
ツ
頭
区
、
樋
口
、
猪
熊

（
人
柳
）

◎
も
え
な
い
ゴ
ミ

。
第
1
・
3
水
曜
日

国
道
3
号
線
よ
り
南
都
（
中
央
区
、

頃
末
丸
の
内
は
北
都
）

。
第
2
・
4
水
嘔
日

国
道
3
号
線
よ
り
北
部

◎
粗
大
ゴ
ミ

。
第
1
土
曜
日

国
道
3
号
線
よ
り
南
部
（
中
央
区
、

頃
未
丸
の
内
は
北
部
）

。
第
2
水
曜
日

猪
熊
（
入
柳
除
く
「
猪
熊
町
住

。
第
3
土
曜
日

国
道
3
号
線
よ
り
北
部

ご
み
を
出
す
と
き

次
の
こ
と
を
注
意
し
ま
し
ょ
う

。
収
集
日
朝
7
時
か
ら
8
時
ま
で
に
出

し
て
く
だ
さ
い

。
指
定
の
ポ
リ
袋
に
入
れ
、
口
は
し
っ

か
り
結
ん
で
く
だ
さ
い

。
か
さ
ば
る
も
の
（
ポ
ー
ル
箱
）
な
ど

は
、
小
さ
く
ま
と
め
て
く
だ
さ
い

。
ス
プ
レ
ー
等
は
穴
を
あ
け
、
ガ
ラ
ス

等
は
小
さ
く
割
っ
て
危
険
の
な
い
よ

う
に
包
ん
で
く
だ
さ
い

。
で
き
る
だ
け
水
分
を
少
く
し
て
出
し

て
く
だ
さ
い

。
収
集
車
の
と
お
る
と
こ
ろ
ま
で
持
出

し
て
く
だ
さ
い

粗
大
ご
み
は

事
前
に
連
絡
を

粗
大
ゴ
ミ
を
出
す
時
は
、
役
場
衛
生

係
に
連
絡
が
な
い
と
、
ど
こ
に
置
い
て

あ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

必
ず
、
収
集
日
の
二
日
前
ま
で
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

10月の納期　　町県民税・国保税…一一一3期分
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成

人

病

検

診

日
常
、
検
診
を
受
け
る
機
会
の
な
い

か
た
は
、
ぜ
ひ
受
診
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
1
0
月
2
2
日
　
1
0
時
～
1
2
時

▼
場
所
　
町
民
会
館

▼
対
象
者
　
3
0
歳
以
上
の
か
た

▼
申
込
み
　
1
0
月
1
1
日
か
ら
役
場
衛
生

係
で
（
た
だ
し
定
員
1
5
0
名
）

▼
検
診
内
容
　
胸
部
Ⅹ
線
・
血
圧
測
定

検
尿
一
般
・
内
診
・
肝
機
能
検
査

身
長
・
体
重
測
定
　
必
要
で
あ
れ
ば

心
電
図

▼
注
意
事
項

役
場
で
受
付
け
の
際
に
問
診
を
行
い

ま
す
の
で
当
日
は
受
付
け
ま
せ
ん
。

成

人

病

教

室

糖
尿
病
は
、
治
り
に
く
い
病
気
で
す

が
、
よ
く
調
整
す
る
と
、
健
康
な
人
と

同
じ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
一
人
で
悩
ま

な
い
で
一
緒
に
学
習
し
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
　
1
0
月
1
9
日
（
木
曜
）

1
3
時
～
1
5
時
3
0
分

▼
会
場
　
町
民
会
館
日
本
間

▼
内
容
　
血
圧
測
定
と
講
演

講
師
　
栄
養
士
　
原
　
洋
子
先
生

（
健
和
総
合
痛
院
）

子

宮

癌

検

診

初
診
者
・
老
人
の
か
た
は
進
ん
で
受

診
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者
　
3
0
歳
以
上
の
女
性

▼
日
時
　
　
1
0
月
2
6
日
　
9
時
～
1
1
時

▼
場
所
　
町
民
全
館

▼
申
込
み
　
1
0
月
1
1
日
か
ら
役
場
衛
生

係
で
（
た
だ
し
定
員
1
0
0
名
）

▼
料
金

国
保
の
被
保
険
者
　
5
0
0
円

社
保
そ
の
他
　
　
1
1
0
0
円

（
受
診
料
を
町
で
半
額
以
上
負
担
し

て
お
り
ま
す
）

乳
児
健
康
相
談

▼
日
時
　
1
0
月
2
0
日
（
金
曜
）

9
時
3
0
分
～
1
1
時
3
0
分

▼
会
場
　
吉
田
団
地
公
民
館

▼
内
容
　
育
児
及
び
家
族
計
画
相
談
指

導
・
計
測
（
体
重
・
身
長
）

交
通
法
令
講
習
会

道
路
交
通
法
が
1
2
月
1
日
か
ら
改
正

さ
れ
ま
す
の
で
！
ヘ
音
お
持
ち
の
か

た
は
、
全
員
も
れ
な
ぐ
受
講
く
だ
さ
い

▼
日
時
　
1
0
月
1
3
日
・
1
7
日

午
後
7
時
～
9
時

▼
会
場
　
町
民
会
館

▼
内
容
　
講
習
・
映
画

国
立
福
岡
視
力
障
害

セ
ン
タ
ー
入
所
募
集

▼
募
集
人
員

あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
、
は
り
、

′
き
ゅ
う
科

5
年
課
程
　
3
0
名
（
中
学
卒
以
上
）

3
年
課
程
　
2
0
名
（
高
校
卒
以
上
）

▼
入
所
資
格

満
1
5
歳
以
上
で
身
体
障
害
者
（
視
覚

障
害
）
　
の
手
帳
の
交
付
を
受
け
、
他

に
著
し
い
身
体
の
障
害
の
な
い
か
た

▼
申
込
期
限
　
1
0
月
2
0
日

▼
申
込
先
　
遠
賀
福
祉
事
務
所
（
℡
6

0
1
・
2
1
．
2
1
）

〝
通
信
訓
練
で
あ
な
た
も

技
能
士
に
″

職
業
訓
練
大
学
校
で
は
働
い
て
い
る

人
が
通
信
教
育
に
よ
っ
て
専
門
的
知
識

を
習
酎
許
乱
射
㌃
受
い
ま
す

▼
講
習
科
目

一
級
　
機
械
加
工
等
4
科
目

二
級
　
配
管
・
板
金
等
2
9
科
目

▼
受
講
料

一
級
　
8
千
円

二
級
　
6
千
円

（
教
科
書
代
等
含
）

▼
期
間
　
1
か
年

▼
申
込
み
　
随
時

▼
特
典
　
修
了
者
は
受
講
し
た
科
の

技
能
検
定
の
学
科
試
験
が
免
除

問
合
わ
せ
や
申
込
用
紙
ご
希
望
の
か

た
は
左
記
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

。
八
幡
総
合
高
等
職
業
訓
練
校
（
℡
6

4
1
・
6
9
0
4
）

環
境
衛
生
施
設
組
合

㈲
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー

職
員
募
集

▼
職
種
　
女
子
事
務
員
　
2
名

（
3
5
歳
ま
で
）

▼
待
遇
　
月
収
8
万
円
　
賞
与
年
2
回

昇
給
年
1
回
　
各
種
手
当
有

▼
申
込
　
早
め
に
履
歴
書
一
過
を
㈲

環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
（
℡
0
9
3

・

2

3

　

1

3

5

0

）

ま

で

一
ｒ
ｌ
′
．
’
▼
′
ュ
〃
一
ヽ
〃
▼
一
，
～
ｉ
′
▲
▼
′
重
吉
一
ュ
′
ｌ
ｒ
一
▼

ーお　　　　礼一

香典返しとして次のかたから社会福祉協議会にご寄贈

がありました。ご冥福をお祈りいたしますとともにあっ

くお礼申し上げます。

吉田鯉口　　故宮原スエ殿　　宮原初次郎殿

古　　賀　　放西岡　　収殿　　西岡サナエ殿

ンフルエンザ

予防接種

▼
対
象
者
　
満
3
歳
以
上
（
3
歳
未
満

で
受
け
る
人
は
医
師
に
相
談
を
）

▼
接
種
回
数

▼
実
施
期
間

▼
実
施
場
所

時
間
内
（
小

2
回
（
2
週
間
～
4
週

の
間
隔
で
2
回
）

1

0

月

2

5

日

～

1

1

月

3

0

日

ま
で
の
間

町
内
各
開
業
医
の
診
療

・
中
学
児
童
は
各
学
校

イ

′
ｔ
ｉ
く
ｌ
事
盲
　
　
－
　
　
Ｊ
ュ
‘
▼
Ｊ

で
集
団
接
種
）

▼
料
金
　
1
回
に
つ
き
6
2
0
円
（
ワ

ク
ナ
ン
代
は
町
で
負
担
）

次
に
あ
げ
る
人
は
無
料
で
す
。

①
未
就
学
の
幼
児
　
②
小
・
中
学
校
の

児
童
　
③
生
活
保
護
世
帯
の
人
　
④
町

県
民
税
が
均
等
割
ま
た
は
非
課
税
の
人

▼
注
意
事
項

。
問
診
票
を
役
場
衛
生
係
で
発
行
し
ま

す
二
般
有
料
分
は
各
医
院
に
も
あ

り
ま
す
）

。
接
種
を
受
け
る
前
に
必
ず
体
温
を
計

っ
て
行
く
こ
と

。
問
診
票
に
は
必
ず
捺
印
の
こ
と

▼
次
に
あ
げ
る
人
は
受
け
ら
れ
ま

せ
ん

①
有
熟
患
者
及
び
著
し
い
栄
養
障

害
者
　
②
心
臓
血
管
・
腎
臓
・
肝

臓
・
糖
尿
病
疾
患
者
　
③
ア
レ
ル

ギ
ー
体
質
者
　
④
1
年
以
内
に
け

＼
い
れ
ん
を
起
こ
し
た
ご
と
の
あ
る

者
　
⑤
妊
娠
者

－日曜在宅医－
10月15日　前原医院　内・児科　樋　口　℡691・0553

10月22日　坂口医院　産婦人科　頃　末　℡69ト2943

10月29日　楠本医院　内・児科　頃　末　℡691・2873

11月5日　永松医院　耳鼻科　頃　末　℡691・0386

診療時間は9時から17時、原則として往診は致しません。

あなたの役場です　電話（601）4321

□
発
行
人
　
水
巻
町
長
　
伊
　
藤

衛
門
払
禦
症‰
軋

訂

企

・

壷

財

這

鼓

（

電

話

6

4

日

口
　
印
　
刷
　
遠
　
賀
　
印
　
刷
　
株
　
式
　
会
　
社

ト．

ヽ


